
本気で取り組むからこそ ちが本気で取り組んだのならば、勝ちに

学べることがある は勝ちなりの、負けには負けなりの学び

が必ずあるものです。その大会に賭けて

県体予選となる、加賀地区大会が終わり いたものが大きいほど、その学びは大き

ました。各部活動にとって、とても大きな な学びになります。だから、勝ったから

意味をもつ大会です。特に3年生にとって 良くて、負けたからダメだということで

は、あらためて言うまでもなく、進退をか はないのです。

けた大一番となる大会です。私は、全ての かけがえのない学びを
競 技 を応 援 す これからに生かそう
る こ とは で き

ま せ んで し た ３年生には、次の大会を目標にして頑

が 、 部員 全 員 張る人と、２年生に後を託し、新たな目

が 心 を一 つ に 標 に 向 か う

し 、 目標 に 向 人がいます。

けて精一杯に取り組む姿は本当に素敵で、 ２年生には、

敵味方関係なく、見る人を感動させる輝き ３ 年 生 か ら

を放っていました。 学 べ る 時 間

勝負ですので、結果はそれぞれ。勝者も が 延 び た 人

いれば敗者もいる。その大会で最後まで勝 と、先輩から伝統を受け継いだ人がいま

ちきるのは1チームのみ。その1チーム以 す。１年生は、先輩たちの本気を見て、

外はみんな負 中学生として真剣に打ち込む姿の格好良

けを味わうこ さを感じたと思います。いろいろな立場

とになる。そ の人が混在

れ が 大 会 で するのが今

す。今回は予 の 時 期 で

選を兼ねた大 す。だから

会なので、負けても次につながる場合もあ こそ、それ

ります。だから、なおさらのこと、勝ち負 ぞれがお互

けだけで評価をすることはできません。大 いの立場を理解し、思いやり、励まし合

切なのは、この大会に向けて、精一杯の準 うことができる、そんな芦城中学校であ

備をしてきたかということ。大会本番で、 ってほしいと思います。この学びを部活

自分のできることを出し切れたかというこ 動だけでなく、これからの学校生活の様

と。そして、この勝負から何を学んだかと 々な場面に生かして、温かな思いやりの

いうことです。この大会に自分が、自分た 心をさらにつないでいってください。
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＜不撓不屈の芦中生＞
・思いやりと温かな心
・言葉で伝え心で聴く
・自ら主体的に行動


